
No. 質問 回答

1
打ち合わせを行う場合、オンライン会議や電話などでの対応は可能でしょうか。
不可の場合、何回程度打ち合わせなどで訪問する必要がありますか。

オンライン会議も可能です。
ただし、円滑な意思疎通を図る上でも、初回の全体工程等に関する打ち合わせは可能な限り対面で実施する事を
想定しています。

2

６ 委託の内容 ＞（１）調査実施＞ ①
郵送回答の調査票は、着払いで郵送等は可能でしょうか。取りに行く必要がある場合は、何回程度想定していま
すか。
FAX 回答又はインターネット回答の場合は、メール等でご提供いただくことは可能でしょうか。取りに行く必要
がある場合は、何回程度想定していますか。

回答済みの調査票の郵送は、着払い可能です。
FAX回答またはインターネットでの回答は、メール又はこちらで紙媒体に印刷・郵送により対応予定です。

3
６ 委託の内容 ＞（１）調査実施＞ ①
郵送回答の調査票は、封筒から開封された状態になりますか。

調査票は封筒から開封した状態で、送付いたします。

3
６ 委託の内容 ＞（１）調査実施＞ ①
提供される調査票は、ページ番号はありますか。

調査票にページ番号はございます。

4

６ 委託の内容 ＞（１）調査実施＞ ②
基礎データ表に 1,000 件まで入力作業を行う。とありますが、提供数は最大1,000件とういう認識でよろしいで
しょうか。
催促を行った企業の回答は、基礎データ表に入力する必要はありますか。

提供数は最大1,000件となります。
催促を行った時点で基礎データ表への入力が1,000件に満たない場合は、催促した事業所からの回答の入力が必要
です。

5
６ 委託の内容 ＞（１）調査実施＞ ②
見積もり算出のため、基礎データ表のフォーマットのサンプル等は事前に確認することは可能でしょうか。
無い場合は、調査票のどの部分をどのように入力する必要があるかご教示ください。

現時点で想定している基礎データ表のサンプルは別紙のとおりです。

6
６ 委託の内容 ＞（１）調査実施＞ ③
催促の電話をし、130社程度回答が集まった場合、1,300社に満たしていなくても、そこで催促の電話を辞めても
よろしいでしょうか。

1,300社への催促電話を行って頂く必要があります。

7
６ 委託の内容 ＞（１）調査実施＞ ④
「 200 社分のエラー回答の問合せ等の疑義照会を行い」とは、具体的にどのような事でしょうか。

調査票の回答について、回答漏れがある場合や、調査の質問の意味を誤って解釈し回答していると思われるもの
等について、正確な回答を得るための問合せ業務になります。

8
６ 委託の内容 ＞（２）基礎データ表等の提出
提出する記録メディアは、DVD-Rでよろしいでしょうか。
入力した基礎データ表１枚、催促電話及び 疑義照会を実施した記録１枚の合計２枚でよろしいでしょうか。

お見込みのとおりで問題ございません。

9 提出物は、配達記録のある郵送や宅配サービスの利用は可能でしょうか。 利用可能です。




